
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

農作業中の事故により両手を切断。その後“湧き出る生”

への想いを詩や水墨画で表現し、生きることの勇気と夢

を与え続ける。その生きる姿勢と水墨画に共鳴する人の

輪が全国に広がっている。1991 年『両手への讃歌』で

第 9回熊本現代詩新人賞を受賞。その後も数多くの詩画

集を出版。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 申込方法   
◇聴講をご希望の方は、講演名（大野勝彦氏 講演会）・住所・氏名・電話番号を明示して、電話、FAX（裏面のＦＡ

Ｘ専用申込書をご利用ください。）又はメールのいずれかでお申込みください。 
※受付確認後、受付番号をご案内します。 
 

◆プロフィール 
1944 年熊本県菊陽町生まれ。高校卒業後、実家の農業(ハウス園芸)を営む。1989 年農作業中、
機械により両手を切断。入院 3 日目より、湧き出る”生”への想いを詩に託し、1 年間書きためた
詩を一冊の本『両手への讃歌』として自費出版。その後、生きる歓びを水墨画に表現した水墨
画集『両手への讃歌』を出版し、第 9 回熊本現代詩新人賞を受賞。他に、熊本日日新聞社｢豊か
さ作文コンクール｣グランプリ、障害者芸術祭書画の部金賞、九州あったか絵手紙大賞 九州郵
政局長賞等を受賞。2003年 7月阿蘇長陽村(現南阿蘇村)に｢風の丘 阿蘇大野勝彦美術館｣を開館。
2004 年 4 月米国ロサンゼルスにて、3000 回記念講演会｢ありがとうがいつか笑顔になった｣を
行う。2005 年 9 月大分県九重町に｢風の丘 飯田高原 大野勝彦美術館｣を開館。2007 年 7 月北海
道美瑛町に｢風の丘 美瑛 大野勝彦美術館｣を開設。 
◆著書 
『夢は叶うもの 思い強ければ』『そばにいた青い鳥－失って見えてきたもの』 
『やっぱ いっしょがええなぁ』『風の丘から－ふり向けば母の愛が－』『さよならのあとに』等 

 
 
 
お問合せ＆お申込み先 
(財)山口県ひとづくり財団 県民学習部学習振興課 
〒７５４－０８９３ 山口市秋穂二島１０６２ 山口県セミナーパーク内 
ＴＥＬ ０８３－９８７－１７１０ ＦＡＸ ０８３－９８７－１７６０ e-mail kenmingakushu@hito21.jp 

 
 
 
 ※お申し込みの際にいただきました個人情報は、厳重に管理した上で、当講演会の事務連絡及び今後の講演会等の
情報送付以外の目的で利用することはありません。 



 
 
 
 

◇◆◇ ＦＡＸ専用申込書 ◇◆◇ 

 
演   題 

講 師 名 

失って見えてきたもの 
こころの詩人  大 野 勝 彦  氏  

日    時 
平成２２年８月２０日（金）  
１３：３０ ～ １５：００ （ 開場 １３：００ ） 

会    場 山口県セミナーパーク   講 堂 

 

氏

ふり

    名

がな

  

住    所 
（〒   －    ） 
  
  

電話･ＦＡＸ （     ）   －      （     ）   －      

メールアドレス  

 今後、当財団から講演会等の資料を送付させていただいてもよろしいですか。１．はい ２．いいえ 

 
  ※ お申込みありがとうございます。受付確認後、受付番号を折り返しＦＡＸにてご案内いた 

しますので、講演会当日、受付にて受付番号をお申し出くださいますようお願いします。 
    なお、当日は、自由席です。開演 10 分前にはご着席ください。 
 
 

                      受付番号 

 
 
  

  

（財）山口県ひとづくり財団 

県民学習部 学習振興課 

ＦＡＸ ０８３－９８７－１７６０  
 
 


